
【松原ダム・下筌ダムの効果】

■河川の水位〔小渕水位観測所：日田市〕

◆松原ダム・下筌ダムの洪水調節の効果
    この操作により、ダム下流の小渕水位観測所地点においては、今回の大雨による河川の最高水
位を約0.72メートル低下させ、はん濫危険水位以下に低下させる効果があったものと推測されます。

問い合わせ先：国土交通省　筑後川ダム統合管理事務所　副所長　三原大輔　　　　電話　0942-39-6651

◆松原ダム・下筌ダムの洪水調節（ダム下流河川の増水を緩和させる操作）
　 松原ダム・下筌ダムへ流れてくる水量の一部（約2805万立方メートル）を両ダムへ貯めることで、
ダム下流へ流す水量を最大で約７割（毎秒約1478立方メートル）低減しました。

平成24年7月18日(水）

記者発表資料

７月１３日～７月１４日の大雨による松原ダム・下筌ダム洪水調節の効果について

◆筑後川水系松原ダム・下筌ダムの上流域において、7月13日4時から14日20時までの総雨量は
350mm、14日８時に57mmの時間最大の雨量を観測し、両ダムへの最大流入量は毎秒約2107立方
メートルに達しました。 なお、過去１０年間では下筌ダムは１番目、松原ダムでは２番目に大きい流
入量となります。
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観測水位

ダムの洪水調節が無かったとした場合の推定水位

1

3

4

5▼計画高水位 ５．５０ｍ

▼はん濫危険水位 ４．５０ｍ

▼避難判断水位 ４．００ｍ

▼はん濫注意水位 ３．００ｍ

▼水防団待機水位 ２．２０ｍ

最高水位時の水位低減量
約0.72m（7月14日11時10分）

ダムによる洪水調節がなかった場合、
小渕地点では、氾濫危険水位を約３
時間30分超え、浸水被害が生じた可
能性があります。

洪水調節により
川の増水を緩和している区間

2

洪水調節により
川の増水を緩和している区間

大山川

玖珠川

H24.07.14 10時00分 小渕水位観測所
小渕水位観測所
（筑後川河川事務所所管）
大山川と玖珠川の合流点より、
約0.5km下流地点

日田市役所

松原ダム（日田市）
河口から約９４ｋｍ上流下筌ダム（日田市・小国町）

松原ダムから約５ｋｍ上流

玖珠川

大
山
川



【①松原ダム・下筌ダムの洪水操作概要図】

■降雨量（ダム上流域雨量）

■松原ダム・下筌ダムの諸量

参考説明資料

　<約7割≒１－③÷(①＋②)>
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ダム放流量

ダム流入量

約2805万ｍ3の洪水をダムに貯留

降り始めからの総雨量
350mm（ダム上流域平均）

最大流入量=2107m3/秒（14日8時30分）

最大1時間雨量：57mm

【ダムの諸元】

形式

堤頂長

ダム名 松原ダム

192.00メートル 248.23メートル

下筌ダム

アーチ式ダム重力式ダム

有効貯水容量 4,710万立方メートル 5,230万立方メートル

4,580万立方メートル 5,130万立方メートル洪水調節

容量 台風期 760万立方メートル

梅雨期

220万立方メートル

98.00メートル83.00メートル堤高

総貯水容量 5,460万立方メートル 5,930万立方メートル

松原ダム 下筌ダム

　

洪水調節前水位　237.68ｍ

＜流入量＞
松原ダムへ流れてくる水量
（下筌ダム放流量を除く）

②660立方㍍／秒

　

＜流入量＞
下筌ダムへ流れてくる水量

①1447立方㍍／秒

＜放流量＞
下流ダムへ流す水量

350立方㍍／秒

＜放流量＞
下流河川へ流す水量
③629立方㍍／秒

松原ダム

下筌ダム

洪水調節後水位　254.04ｍ

洪水調節後水位　308.51ｍ

水道用水などに利用するために
常時貯めている水量

約16.36m ダムに貯まりました

約16.51m ダムに貯まりました

ダムへ流れてくる水
量の約７割低減させ
て流しました。

洪水調節前水位　292.00m

ダムでの最大調節量1478m3/秒

最大流入量時ダム放流量=629m3/秒



【②松原ダム・下筌ダム周辺状況】

松原ダム・下筌ダムの洪水調節中の状況

（松原ダム　洪水調節前の貯水位） （松原ダム　洪水調節中の貯水位）

（下筌ダム　　洪水調節前の貯水位） （下筌ダム　洪水調節中の貯水位）

（日田市小渕の小渕水位観測所付近平常時の状況）

参考説明資料

　　　松原・下筌ダムの洪水操作により河川の水量を調節したことによって、
　　　筑後川の小渕水位観測所地点で約0.72ｍ河川の水位を低減させたと推測しています。

ダムで河川の水量を調節

しなかった場合の推定水位　5.21m

今回の大雨での観測最高水位　4.49ｍ

0.72m低減

最高貯水位　２５４．０４ｍ

最高貯水位　３０８．５１ｍ


